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内
科・心
療
内
科・皮
膚
科

５
月
１
日　
開
院八

尾
市
荘
内
町
２―

２―
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☎
０
７
２―

９
９
０―

５
３
３
１

（
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院
西
側
）

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニッ
ク

内
覧
会　

４
月
21
日・22
日　

10
時
〜
14
時

（
22
日
14
時
〜
16
時　

認
知
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー・参
加
無
料
）

共同開発
  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 ん

じ

き
び

パイプイス人引車 36,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

後
注
受
き
つ
に
評
好
大約

20

す
ま
し
品
納
で
日

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用「

人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

2017・４・15

　

さ
く
ら
前
線
が
北
上
し
て
い
る
。
さ
く

ら
の
蕾
に
希
望
を
、
咲
け
ば
幸
福
を
、
散

り
際
に
潔
さ
を
感
じ
る
。

　

４
月
１
日
に
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た

富
岡
町
の
樹
齢
１
０
０
年
の
「
夜
の
森
の

桜
並
木
」が
７
年
ぶ
り
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。

勇
気
と
希
望
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。
今
な
お
帰

還
困
難
区
域
の
大
熊
町
と
双
葉
町
で
咲
く
さ
く
ら

は
何
を
思
う
の
だ
ろ
う
か
。

「
武
士
道
は
そ
の
表
徴
た

る
桜
花
と
同
じ
く
、
日

本
の
土
地
に
固
有
の
花

で
あ
る
」（
新
渡
戸
稲
造
著「
武
士
道
」岩
波
文
庫
）

の
書
き
出
し
だ
。

　

放
射
能
「
バ
イ
キ
ン
」
い
じ
め
が
相
次
ぐ
な
か
、

今
村
復
興
相
の
記
者
会
見
（
４
日
）
で
の
言
動
に

は
驚
い
た
。
記
者
の
質
問
に「
出
て
行
き
な
さ
い
」

「
も
う
二
度
と
来
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
激
高
。

福
島
県
に
帰
る
に
帰
ら
れ
な
い
人
が
い
る
。「
国

が
責
任
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
追
及
に

「
自
己
責
任
」
だ
と
声
を
荒
げ
た
。「
感
情
的
に
な

っ
た
」と
謝
罪
し
た
が
傷
口
に
塩
を
塗
る
暴
言
だ
。

自
己
責
任
を
と
る
潔
さ
を
求
め
た
い
。

　

い
い
話
が
あ
る
。
仙
台
の
知
人
か
ら
先
月
メ
ー

ル
を
も
ら
っ
た
。「
た
と
え
イ
ジ
メ
に
遭
っ
て
も

後
世
に
原
発
事
故
を
伝
え
よ
う
と
す
る
人
、
自
分

の
命
を
削
ろ
う
と
も
除
染
作
業
を
さ
れ
て
い
る

人
、
補
償
金
を
得
て
も
、
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
て

生
き
て
い
る
人
が
い
る
。
差
別
す
る
こ
と
な
く
日

本
人
と
し
て
温
か
く
接
し
て
ほ
し
い
と
切
に
思
い

ま
す
。
人
と
し
て
の
基
本
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
」。
彼
は
36
歳
の
福
島
県

担
当
の
中
堅
営
業
マ
ン
で

あ
る
。

　
「
武
士
道
」
に
戻
る
。「
桜
花
の
匂
う
好
季
節
が

全
国
民
を
そ
の
小
さ
き
住
家
の
外
に
呼
び
出
す
に

何
の
不
思
議
も
な
い
で
は
な
い
か
。（
中
略
）
短

き
快
楽
が
終
わ
れ
ば
、
彼
ら
は
新
し
き
力
と
新
し

き
決
心
と
を
も
っ
て
日
常
の
業
に
帰
る
の
で
あ

る
。
か
く
の
ご
と
く
桜
が
我
が
国
民
の
花
た
る
ゆ

え
ん
は
、
一
に
し
て
尽
き
な
い
」（
第
15
章
・
武
士

道
の
感
化
）。

　

今
年
も
さ
く
ら
は
人
生
の
縮
図
を
見
せ
て
く
れ

た
。

さ
く
ら
に
思
う

晴耕雨読

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

2017年４月スタート

東大阪新聞チャンネル東大阪新聞チャンネル
毎週㊍19：00～19：30毎週㊍19：00～19：30

自分だけのTV番組がほし
い方は下記へ 週１回30分

１カ月１万円（税別）

06―6252―1602
つ～い ろ えんぴ

Tel
S～M、M～L、L～LL　定価6,048円（税込）
LL～3L　定価6,459円（税込）

テ
ー
ピ
ン
グ
ス
パ
ッ
ツ

動いて歩いて毎日実感 !!

グングンウォーク

（株）東大阪新聞社健康事業部　☎072-926-5134

７分丈も
あります

自
分
史
・
社
史

926 5134
株式
会社

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

イ
ベ
ン
ト
情
報

八
尾
市
倫
理
法
人
会
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

講
演
テ
ー
マ
：「
世
界
中
の
方
に
日
本
を
好
き
に

な
っ
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
使
命
を
も
っ
て

内
容
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
業
績
を
伸
ば
す
な
ん
ば
道

頓
堀
ホ
テ
ル
。
株
式
会
社
王
宮
の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
！

講
師
：
橋
本
明
元
氏

（
株
式
会
社
王
宮
専
務
取
締
役
）

日
時
：
４
月
17
日
（
月
）
19
時
〜
20
時
30
分

会
場
：
マ
ナ
ビ
ッ
ク
ス
Ｙ
Ａ
Ｏ

八
尾
市
本
町
２
―
８
―
３

（
八
尾
市
役
所
斜
め
向
か
い
）

参
加
費
：
２
、
０
０
０
円

※
懇
親
会
が
同
会
場
で
20
時
30
分
〜
22
時
に
あ

り
ま
す
。
参
加
費
は
１
、
０
０
０
円
。

主
催
：
八
尾
市
倫
理
法
人
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
06
―
４
９
６
３
―
５
８
２
０

　
　
　

０
９
０
―
１
９
５
６
―
５
５
８
５

製
造
業
に
従
事
す
る
た
め
の
入
門
講
座

対
象
：
こ
れ
か
ら
製
造
業
に
従
事
す
る
新
入
社
員

や
若
手
社
員

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
：
①
製
造
業
の
基
本
の
仕
事
（
演

習
）、
②
製
造
業
の
仕
事
の
や
り
が
い
（
演
習
）、

③
製
造
業
の
心
構
え
（
グ
ル
ー
プ
討
論
）、
④
未

来
の
イ
メ
ー
ジ
・
自
分
の
理
想
を
描
く
（
演
習
）

講
師
：
島
田
宏
樹
氏
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ 

Ｐ
ｌ

ｕ
ｓ 

Ｏ
ｎ
ｅ
代
表
）

日
時
：
４
月
18
日（
火
）10
時
〜
18
時（
昼
食
付
き
）

会
場
：
八
尾
商
工
会
議
所
３
階
大
ホ
ー
ル

八
尾
市
清
水
町
１
―
１
―
６

参
加
費
：
１
０
、
０
０
０
円

定
員
：
30
人

主
催
：
八
尾
商
工
会
議
所

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
２
―
１
１
８
１

自
分
の
行
動
原
理
と
そ
こ
か
ら
繋
が
る
今

　

自
分
史
と
い
う
書
物
の
役
割
を
問
わ
れ
れ
ば
、
何

を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
こ
れ
ま
で
の

人
生
を
振
り
返
り
、
未
来
へ
の
指
針
に
す
る
こ
と
。

自
分
の
人
生
に
関
わ
っ
て
き
た
多
く
の
方
々
に
感
謝

を
伝
え
る
こ
と
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
勿
論
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
２
月
に
完
成
し
た
勝
井
忠
夫
さ
ん

（
77
）
の
自
分
史
「
追
憶
」
を
読
む
と
、
必
ず
し
も

こ
れ
ら
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
役
割
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
。

　

障
害
者
福
祉
活
動
に
尽
力
し
、
現
在
で
は
社
会
福

祉
法
人
ヤ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
理
事
長
を
務
め
る
勝
井
さ

ん
。「
追
憶
」
で
は
「
ど
う
か
、
け
っ
た
い
な
や
つ

や
な
、と
思
い
な
が
ら
笑
覧
く
だ
さ
い
」（
本
書
「
は

じ
め
に
」
よ
り
）
と
、
序
文
か
ら
て
ら
い
の
な
い
人

柄
を
覗
か
せ
、
戦
争
を
体
験
し
た
幼
少
期
か
ら
、
ガ

キ
大
将
だ
っ
た
小
学
校
時
代
、
勝
井
鋼
業
株
式
会
社

の
経
営
、
旅
行
先
で
の
珍
事
、
ヤ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
理

事
長
の
就
任
、
前
途
多
難
で
あ
っ
た
障
害
者
施
設
の

設
立
等
に
至
る
ま
で
、
赤
裸
々
に
綴
っ
て
い
る
。

　

本
書
で
勝
井
さ
ん
の
人
生
を
丁
寧
に
辿
り
、
気
づ

か
さ
れ
る
自
分
史
の
役
割
。
そ
れ
は
、「
自
分
の
行

動
原
理
と
そ
こ
か
ら
繋
が
る
今
を
人
び
と
に
知
っ
て

も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

例
え
ば
本
書
で
は
、
勝
井
さ
ん
の
原
点
を
知
る
う

ち
に
、
勝
井
さ
ん
の
障
害
者
に
対
す
る
真
摯
な
思
い

が
随
所
に
滲に

じ

ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
め
ざ
し
て

い
る
未
来
、
叶
え
た
い
夢
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
今
の
勝
井
さ
ん
の
障
害
者
福
祉
活
動
へ
の

信
頼
に
強
く
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

い
う
意
味
で
も
と
て
も
意
義
の
あ
る
本
が
出
来
上

が
っ
た
。 
（
巻
幡
あ
す
香
）

　

第
１
回
22

人
の
匠
展
が

３
月
４
日
〜

17
日
に
東
大

阪
市
庁
舎
22

階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
東

大
阪
市
荒
本

北
１
）
で
開

か
れ
た
。
主

催
は
東
大
阪

22
会
（
田
中

勝
治
代
表
）。

本
庁
舎
22
階
の
眺
望
か
ら

見
え
る
東
大
阪
市
の
文

化
・
歴
史
を
次
世
代
の
東

大
阪
市
民
に
知
っ
て
も
ら

い
、
誇
れ
る
街
で
あ
る
こ

と
を
発
信
し
て
い
る
団

体
。

　

今
回
は
、
東
大
阪
市
の

も
の
づ
く
り
や
伝
統
工
芸

な
ど
で
匠
と
い
わ
れ
る
人

物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

取
材
し
、
開
催
ま
で
漕
ぎ

着
け
た
。
大
興
産
業
株
式

会
社
の
松
茂
良
興
治
さ

ん
、
株
式
会
社
松
よ
し
人

形
の
小
出
松
寿
さ
ん
ら
22

人
の
パ
ネ
ル
が
大
き
く
貼

り
出
さ
れ
、
そ
の
前
に
そ

れ
ぞ
れ
商
品
や
工
芸
品
が

き
れ
い
に
展
示
さ
れ
た
。

 

今
後
、
第
２
回
、
第
３

回
を
企
画
す
る
予
定
だ
。

取材から展示まで行った三谷真一さん
　

枚
岡
寄
席
の
歴
史
は
長

い
。
平
成
９
年
12
月
に
第

１
回
枚
岡
寄
席
を
催
行
し

た
。
平
成
12
年
の
第
２
回

寄
席
か
ら
本
年
第
19
回
寄

席
ま
で
桂
塩
鯛
さ
ん
は
連

続
出
演
し
て
い
る
。
塩
鯛

寄
席
と
呼
ん
で
も
い
い
雰

囲
気
だ
。

　

枚
岡
寄
席
実
行
委
員

会
・
戸
田
博
委
員
長
の
挨

拶
に
続
い
て
中
東
弘
宮
司

の
お
祝
い
の
言
葉
が
あ

り
、
枚
岡
寄
席
の
開
演
と

な
っ
た
。

　

鶏け
い

鳴め
い

殿で
ん

に
設
定
さ
れ
た

１
８
０
席
超
の
椅
子
席
は

満
席
と
な
り
、
詰
め
か
け

た
参
加
者
は
出
囃
子
に
心

を
躍
ら
せ
て
い
た
。

　
「
開
口
一
番
」は
桂
り
ょ

う
ば
さ
ん
、
続
い
て
の
一

席
は
塩
鯛
さ
ん
の
「
野
崎

詣
り
」、
マ
ク
ラ
も
楽
し

く
客
席
は
大
い
に
沸
い
て

い
た
。

　

中
入
り
後
、
お
馴
染
み

の
「
ち
り
と
て
ち
ん
」
を

桂
ま
ん
我
さ

ん
が
激
し
く

盛
り
上
げ

て
、
ト
リ
の

桂
塩
鯛
さ
ん
「
は
て
な
の

茶
碗
」
に
つ
な
い
で
お
開

き
と
な
っ
た
。

　

来
年
は
第
20
回
の
記
念

寄
席
で
あ
り
、
実
行
委
員

会
も
充
実
し
た
企
画
を
考

案
す
る
意
向
。
基
本
的
に

は
３
月
の
第
２
土
曜
日
に

開
催
す
る
予
定
だ
と
い

う
。 

（
小
川
秀
人
）

桂
塩し

お

鯛だ
い

さ
ん
が
連
続
出
演

井
上
整
憧
邦
楽
演
奏
会

　

晴
天
の
３
月
12
日
、
大
阪
商
業
大
学
蒼
天
ホ
ー

ル
（
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
４
）
に
て
「
井
上
整
憧

邦
楽
演
奏
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

井
上
整
憧
さ
ん

（
63
）
は
父
親
の

跡
を
継
い
だ
２
代

目
宗
匠
で
あ
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

で
尺
八
の
演
奏
を

長
き
に
わ
た
っ
て

担
当
し
て
い
る
。

沖
縄
三
線
・
三
味

線
を
は
じ
め
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
和

楽
器
を
こ
な
す
ベ

テ
ラ
ン
演
奏
者

だ
。

　

３
代
目
は
整
憧

さ
ん
の
愛
娘
、
井

上
柚ゆ

華か

梨り

さ
ん
。

整
憧
さ
ん
の
教
室

で
３
歳
の
時
か
ら

修
行
を
始
め
て
現

在
18
歳
に
な
る
愛

く
る
し
い
女
性

だ
。

　

整
憧
さ
ん
の
奥
方
・
井

上
柴し

乃の

さ
ん
の
息
の
合
っ

た
「
お
は
や
し
」
も
演
奏
・

民
謡
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

　

演
奏
会
は
午
後
１
時
〜

５
時
ま
で
の
４
時
間
の
長

丁
場
だ
っ
た
が
、
津
軽
三

味
線
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

合
奏
に
始
ま
り
、
沖
縄
三

線
の
合
奏
や
真
室
川
音
頭
・

串
本
節
な
ど
の
民
謡
を
織

り
交
ぜ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
、

時
間
を
忘
れ
て
充
分
に
楽

し
め
た
。

　

細
川
は
る
代
さ
ん
の「
天

竜
下
れ
ば
」
の
伸
び
の
あ

る
唄
声
が
印
象
に
残
っ
た

が
、
辻
田
整
明
さ
ん
の
迫

力
満
点
の
「
津
軽
三
味
線

独
奏
」
は
満
場
の
喝
采
を

浴
び
て
い

た
。尺
八
・

篠し
の

笛ぶ
え

合
奏

に
よ
る

「
コ
ン
ド

ル
は
飛
ん

で
い
く
」

も
心
地
良

い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
楽

し
ま
せ
て

く
れ
た
。

　

柚
華
梨

さ
ん
が「
サ

ン
レ
レ
」

を
弾
い
て

い
た
。
三

線
と
ウ
ク

レ
レ
を
合

体
し
た
楽
器
だ
と
い
う
。

15
年
ほ
ど
前
に
開
発
さ

れ
、
三
線
と
同
じ
く
三
弦

で
弦
は
ナ
イ
ロ
ン
製
、
胴

は
ウ
ク
レ
レ
仕
様
の
可
愛

ら
し
い
楽
器
だ
。

　

井
上
整
憧
邦
楽
教
室
の

関
係
者
が
総
出
演
の
60
周

年
記
念
演
奏
会
だ
っ
た
が
、

フ
ァ
ミ
リ
ー

ム
ー
ド
に
溢
れ

た
ス
テ
ー
ジ
と

会
場
の
熱
い
声

援
が
一
体
と
な
っ
て
華
や

か
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、

お
開
ら
き
と
な
っ
た
。

盛
大
に
開
催 

大
商
大
蒼
天
ホ
ー
ル
に
て

創立60周年記念を祝う会

華麗に演奏する井上整憧さん（左）と井上柚華梨さん （社福）ヤンググリーン理事長

勝井 忠夫さん

我が人生を赤裸々に
自分史

出版
追憶

満席に沸く
第19回

来年は20回記念

枚岡寄席

第
１
回
22
人
の
匠
展

３
月
４
日
〜
17
日

 

東
大
阪
市
庁
舎
22
階
で
開
催

出
来
上
が
っ
た
自
著
を
持
つ
勝
井
忠
夫
さ
ん

会場を盛り上げる桂塩鯛さん

東大阪新聞チャンネルスタート
　

４
月
か
ら
い
ろ
え
ん
ぴ
つ
Ｔ
Ｖ
で
東
大
阪
新
聞
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
映
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
毎
週
木
曜
日
19
時
〜
19
時
30
分
の
30
分
間
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
流
れ
る
。
活
字
と
映
像
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　

４
月
６
日
の
第
１
回
放
映
の
ゲ
ス
ト
は
、
河
内
ノ
国
一
之
宮
枚
岡
神
社

の
中
東
弘
宮
司
。
枚
岡
神
社
で
取
り
組
ん
で
い
る
お
笑
い
神
事
を
中
心
に

神
社
と
日
本
人
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
分
か
り
や
く
す
話
し
た
。

　

キ
ャ
ス
タ
ー
は
、
第
１
週
小
川
秀
人
記
者
、
第
２
週
小
野
元
裕
社
長
、

第
３
週
嶋
津
亮
太
記
者
、
第
４
週
石
河
亮
平
編
集
委
員
、
第
５
週
大
賀
清

志
記
者
が
担
当
す
る
。

　

購
読
者
を
中
心
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
も
ら
い
、
東
大
阪
新
聞
の
記
事
や

話
題
を
掘
り
下
げ
る
。

中東弘宮司（左）と小川秀人記者の軽妙トーク

視聴はhttp://i-tv.jpで



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年４月１５日（土）

　

４
月
は
入
学

式
シ
ー
ズ
ン
。

希
望
と
不
安
を

抱
え
た
学
生
の

姿
が
初
々
し

い
。

　

４
月
１
日
は

近
畿
大
学
（
塩

﨑
均
学
長
）

の
入
学
式
が

東
大
阪
キ
ャ

ン
パ
ス
（
東

大
阪
市
小
若

江
３
）
で

開
か
れ
た
。「
世
界
に

繋
が
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
Ｏ
Ｂ
で
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
つ
ん
く

♂
さ
ん
（
48
）
が
演
出
し
、

約
７
、 

５
０
０
人
の
入
学

生
を
歓
迎
し
た
。

　

入
学
式
後
に
は
１
０
０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
建

設
さ
れ
た
新
校
舎
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
シ
ア
タ
ー
の
見

学
会
が
行
わ
れ
た
。

　

４
月
３
日
は
、

八
尾
市
内
唯
一
の

大
学
、
大
阪
経
済

法
科
大
学
（
田
畑

理
一
学
長
）
の
入

学
式
が
花
岡
キ
ャ

ン
パ
ス
総
合
体
育

館
・
尚
淑
館
（
八

尾
市
楽
音
寺
６
）

で
開
か
れ
た
。

　

経
済
学
部
３
３

５
人
、
法
学
部
２

９
８
人
、
国
際
学

部
１
６
２
人
、
大

学
院
生
20
人
が
入

学
。
海
外
か
ら
の

留
学
生
の
姿
も
。

　

４
月
に
就
任
し

た
ば
か
り
の
田
畑

理
一
学
長
は
、
卒

業
生
の
言
葉
を
引

用
し
な
が
ら
「
自

分
の
可
能
性
を
あ

き
ら
め
ず
、
一
歩

一
歩
進
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
新
入
生

を
勇
気
付
け
た
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
協
会
の
第

４
回
河
内
大
会
が
３
月
29

日
に
八
尾
市
立
総
合
体
育

館
ウ
イ
ン
グ
（
八
尾
市
青

山
町
３
）
で
開
か
れ
た
。

約
２
５
０
人
が
集
い
、
練

習
の
成
果
を
競
い
合
っ

た
。

　

開
催
を
担
当
し
た
の
は

大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

協
会
の
大
阪
藤
井
寺
し
ゅ
ら
支

部
・
大
阪
八
尾
南
支
部
・
大
阪

松
原
支
部
。

　

八
尾
市
教
育
委
員
会
、
藤
井

寺
市
教
育
委
員
会
、
松
原
市
教

育
委
員
会
が
後
援
。

　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
老
若
男
女
が
的
に
神
経

を
集
中
さ
せ
、
矢
を
吹
い
て
い

た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
は
健
康
増

進
に
よ
く
、
最
近
で
は
し
ば
し

ば
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
大
阪
八
尾
南
支

部
長
の
名
和
茂
さ
ん
（
☎
０
９

０
―
１
９
５
２
―
３
７
７
９
）

へ
。

　
「
税
制
改
正
」
に
つ
い
て
の
３
回
目
。
今
回
も
題
材

は
消
費
税
で
す
。
前
回
は
平
成
22
年
の
消
費
税
の
改
正

で
非
常
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
消
費
税
に
つ

い
て
書
き
ま
し
た
。
今
回
は
24
年
の
改
正
に
つ
い
て
書

き
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
が
知
ら
な
い
消
費
税
の
専
門
用
語
、

「
個
別
対
応
方
式
」。
知
ら
な
い
で

し
ょ
！　

こ
の
個
別
対
応
方
式
が

24
年
改
正
で
影
響
が
出
ま
し
た
。

個
別
対
応
方
式
の
相
方
は
「
一
括

比
例
配
分
方
式
」。
益
々
意
味
不
明

で
す
ね
。

　

消
費
税
は
、
取
り
引
き
に
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。
例
え
ば
食
料

品
に
は
消
費
税
を
か
け
る
な
と
い

う
議
論
も
取
り
引
き
ご
と
の
話
。

取
り
引
き
を
分
類
す
る
と
「
①
課

税
、
②
非
課
税
、
③
不
課
税
、
④
輸
出
免
税
」
と
分
類

さ
れ
る
の
で
す
。
は
て
さ
て
、
①
課
税
は
分
か
り
や
す

い
。
消
費
税
８
％
を
プ
ラ
ス
し
て
下
さ
い
と
い
う
取
り

引
き
。
③
不
課
税
は
、
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
取
り
引
き

に
消
費
税
を
か
け
る
の
は
お
か
し
い
で
し
ょ
。
相
応
し

く
な
い
も
の
、
例
え
ば
給
料
で
す
。
給
料
に
消
費
税
か

け
な
い
で
し
ょ
。
例
え
ば
香
典
で
す
。
香
典
払
う
と
き

に「
す
み
ま
せ
ん
。
８
％
い
た
だ
い
て
良
い
で
す
か
？
」

な
ん
て
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
な
の

で
す
。

　

で
は
②
非
課
税
と
は
、
実
際
は
消
費
税
を
か
け
る
べ

き
も
の
で
す
が
、
性
格
的
に
、
政
策
的
に
や
め
て
お

こ
う
と
い
う
も
の
。
代
表
的
な
も

の
は
「
土
地
」「
有
価
証
券
」「
利

子
」「
保
険
料
」
が
性
格
的
に
、「
社

会
保
険
医
療
」「
学
費
等
」「
住
宅
」

は
政
策
的
に
課
税
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
③
非
課
税
な
の
で
す
。
こ

こ
ま
で
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
24
年

改
正
に
話
を
戻
し
ま
す
と
、
事
業

者
の
売
り
上
げ
の
中
に
非
課
税
の

売
り
上
げ
が
入
っ
て
い
る
と
非
常

に
や
や
こ
し
い
計
算
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
消
費
税
は
、
売
り
上
げ
に
入
っ
て
い
る
預
か
っ

た
消
費
税
か
ら
、
仕
入
れ
や
経
費
等
に
入
っ
て
い
る
支

払
っ
た
消
費
税
の
差
額
を
納
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
売
り
上
げ
の
中
に
非
課
税
の
売
り
上
げ
が
あ
り

ま
す
と
、
仕
入
れ
・
経
費
等
に
入
っ
て
い
る
消
費
税
は

全
額
引
け
な
い
の
で
す
。
益
々
や
や
こ
し
い
で
す
ね
。

　成平がこの店へやって来たきっかけは、数年前に
亡くなった父、親

しん

仁
じ

の昔いた恋人がこの店のママで
はないかという噂を人から聞かされたからだった。
真偽のほどは分からない。ママにも聞けないでいる。
話してくれるた人も詳しくは知らないようだし、成
平の母もすでに亡くなっている。
　「恬子、お酒が出てないんじゃない」
　トイレから出てきたママが気付く。
　「ごめんなさい。もう私ったら、気付かなくて」
　いつものことだと思いながら成平は恬子に言う。
　「もうボトルなかったはずやなあ。ビールにする
よ。きっといつものように温めてくれてるだろうし」
　「かなり嫌味、でも今日のビールは良く冷えてる
わよ。この前ぬるいってお客さんに怒られたわ。氷
入れましょうかって言ったらまた怒られたわ。氷入
れて飲むのが好きなお客さんが１人いるから悪いの
よ」
　「その１人って俺のこと。これって結構自分では
気に入っているんだけど、人にすすめないでよ。そ
れに、客に怒られたのはビールが冷えてないからだ
ろう。それだけは俺のせいじゃないよ」
　「じゃあ誰のせいよ」

　恬子は少しふくれてみせる。
　「もちろん冷蔵庫だよ」
　「アハハ、そう言えばこの子も少しくたびれてる
かもしれないわ。私も最近お客さんの話に合わせる
のにくたびれてる」
　そう言いながら両手で丁寧にビールを注ぐ恬子を
成平はじっと見詰めた。
　「今もくたびれている」
　「意地悪な質問ね。でも今やっと成平さんの良さ
が分かったわ。話していてくたびれない。これって
ほめ言葉かしら。私いつもママに客をほめろって言
われているんだけど」
　恬子は付き出しを盛り付けているママを見た。マ
マが成平に言う。
　「この娘はね、そのネクタイお似合いですね、と
か言えないのよ」
　「趣味の悪いネクタイのどこをほめろっていうの。
それにうちのお客さん、歴史の難しい話ばかりする
人が多いのよ。そんなの私興味ないわ」
　難しい話をする人というのは、大伴や富田、戸田
といった常連客のことだろう。
　「ママ、そんな興味のない話のときはどう言えば
いいの」
　ママに質問する成平に、恬子が代わって返事した。
　「知りたい」
　「教えてほしいなあ」
　「それよ、それ。自分の知らないことは、教えて、
よ。少し甘えてね。私にはとうていできないわ」
「何言ってるの、お仕事よ。お客様の話に、興味な
いわ、はだめなの。おもしろくない話にも笑って受
けたふりをしなきゃ」
　ママの説教じみた話を聞いて、恬子は成平に助け
を求めるように話しだした。
　「だって…。この前もね、結構暗いお客さんが面
白い話をしてやろうって言うのよ。ある所に犬がい
たんだって。そしてその尾も白かったんだって。そ
してよ。私に面白いだろうって言うの。この話面白
い？」
　それを聞いていたママがじれったそうに言う。
　「白くても黒くてもなんでもいいのよ。とにかく
お客様が面白いって言えば、アハハって言ってれば
いいの」
　成平がその客の話をフォローした。
　「あのー、俺その犬見たことないんだけど、ひょっ
として白い犬じゃないの。きっと頭も白いんだよ。
体も多分白いんだろう。手足も白いに違いない。も
ちろん尾も白いと思うよ。この話ってきっと面白い
んだよ。ただ残念なことに、最初に白い犬だという
のが抜けているんだなあ。でもこの話、結構古いな
あ」
　「白い犬だから、尾も白いって話ね。つまらない」
　恬子にこの話は受けそうにない。ママがあきれる。
　「そこがだめなのよ。こまった娘ねえ」
　「こまった、こまった、こまどり姉妹。しまった、
しまった、島倉千代子」
　「あれ、吉本ギャグね。成平さん、今日はどうし
たの」
　いつもらしくない成平に恬子が少し驚いてみせ
る。
　「どうもしてないよ。恬子ちゃんには、白い犬だ
けど尾だけは黒かったっていう話の方が受けるん
じゃないの」
　「どっちかっていうと、そうねえ。尾だけ黒い犬っ
てかわいいでしょ。これ黒尾話ね」
　「そんな犬いませんよ。この娘ったら。そんなに
苦労もしてないのにねえ。黒尾、黒尾って…」
　ママの話に成平がはまってしまった。
　「アハハ、尾も白い話より、その黒い尾の話の方
がずっといいよ。苦労した犬がいたんだけど尾も黒
かったって話どう」
「どうせ私は苦労知らずの我がまま娘ですよ」
　そう言う恬子にママが注文をつける。

百人一首殺人事件 ⑦

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
❾

税制改正は毎年あるのだけど③

笑う笑う
税理士
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税理士 上西　知

　
「
な
る
ほ
ど
な
、
中
身
は
お
前
な
ん
や
」

　

作
業
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
ん
で
神
妙
な

面
持
ち
の
裕
は
確
か
め
る
よ
う
に
歩
み
を
進
め
る
。

視
線
は
斜
め
下
。
足
の
裏
が
地
面
に
べ
っ
た
り
と
着

い
て
か
ら
も
う
一
方
の
足
を
前
に
出
す
。
そ
の
も
っ

ち
ゃ
り
と
し
た
速
度
に
合
わ
せ
、
翔
平
は
自
転
車
を

押
す
。
２
人
の
影
が
伸
び
る
。
夕
暮
れ
の
時
間
が
少

し
長
く
な
っ
た
。
も
う
春
で
あ
る
。

　
「
う
ー
ん
、
分
か
り
に
く
い
な
ぁ
。
外
見
4

4

が
自
分
で

中
身
4

4

が
変
わ
る
っ
て
い
う
の
が
普
通
じ
ゃ
な
い
？
」

　
「
普
通
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

　
「
え
？　

ほ
ら
、
ど
こ
か
の
街
の
女
の
子
と
入
れ
替

わ
る
と
か
さ
ぁ
」

　
「
そ
れ
の
ど
こ
が
普
通
な
の
？
」

　

翔
平
の
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
八
柳
は
立
ち
止
ま
っ

た
。

　
「
え
？　

お
前
『
君
の
名
は
』
見
て
な
い
ん
？
」

　

穏
や
か
な
風
が
２
人
を
包
み
込
ん
だ
。

　

大
き
く
見
開
か
れ
た
２
つ
の
眼ま

な
こ

に
黄
昏
の
光
が
反

射
し
た
。
翔
平
が
ぼ
ん
や
り
そ
の
間
の
抜
け
た
顔
に

見
と
れ
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
だ
ろ
う
か
、
一ひ

と

片ひ
ら

の

小
さ
な
白
い
も
の
が
２
人
の
間
を
流
れ
て
い
っ
た
。

桜
だ
ろ
う
。
き
っ
と
玉
串
川
か
ら
風
に
乗
っ
て
運
ば

れ
て
き
た
の
だ
。
水み

な

面も

の
上
に
揺
れ
る
満
開
の
桜
の

木
が
翔
平
の
頭
の
中
に
映
し
出
さ
れ
た
。
春
で
あ
る
。

　
「
そ
ら
ア
カ
ン
わ
！　

あ
れ
は
見
ん
と
！　

去
年
の

夏
お
前
は
何
し
と
っ
た

ん
や
？
」

　

咆
哮
の
よ
う
に
激
し

く
弁
じ
る
八
柳
、
文
字

通
り
口
角
の
泡
を
飛
ば

し
た
。

　
「
何
っ
て
…
別
に
」

　
「
し
ょ
ー
も
な
い
人

生
過
ご
し
と
ん
な
ぁ
！　

お
前
は
」

　

昨
年
流
行
し
た
映
画

を
観
て
い
な
こ
と
が
そ

れ
ほ
ど
気
に
障
っ
た
の
か
、
八
柳
は
歩
調
を
速
め
て

歩
き
出
し
た
。
お
い
そ
れ
と
、
翔
平
は
自
転
車
を
押

し
て
後
を
追
っ
た
。

　
「
え
？　

っ
て
い
う
か
何
な
ん
お
前
」

　
「
え
？　

何
が
？
」

　
「
入
れ
替
わ
っ
て
へ
ん
ね
や
っ
た
ら
、
お
前
の
そ
の

見
た
目
は
誰
や
ね
ん
？
」

　
「
い
や
、
誰
っ
て
言
わ
れ
て
も
」

　
「
そ
の
癇
に
障
る
イ
ケ
メ
ン
面
は
誰
の
も
ん
や
ね

ん
！
」

　

歩
く
速
度
に
合
わ
せ
て
八
柳
の
言
葉
も
次
第
に
速

く
な
っ
て
い
く
。

　
「
そ
ん
な
の
、
こ
っ
ち
が
知
り
た
い
よ
」

　
「
あ
ぁ
〜
！　

も
う
や
め
て
く
れ
！
」

　

急
に
立
ち
止
ま
り
、
耳
を
搔
き
む
し
る
八
柳
。

　
「
そ
の
喋
り
方
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
！　

虫
唾
が
、
虫

唾
が
、
虫
唾
が
世
界
記
録
叩
き
出
す
！
」

　
「
…
世
界
記
録
？
」

　
「
そ
ん
く
ら
い
全
速
力
で
走
っ
と
る
っ
ち
ゅ
う
こ
っ

ち
ゃ
！
」

　

ね
っ
と
り
と
絡
み
つ
く
よ
う
な
サ
ッ
ク
ス
の
音
色
、

焙
煎
さ
れ
た
芳
ば
し
い
豆
の
香
り
に
包
ま
れ
る
。
翔

平
と
八
柳
は
ア
リ
オ
の
中
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
に
い

た
。
レ
ジ
ま
で
は
７
、８
人
が
並
ん
で
い
る
。

　
「
は
ぁ
、
緊
張
す
る
な
ぁ
」

　

翔
平
は
身
を
強
張
ら
せ
た
。
肩
は
上
が
っ
て
い
る

の
に
腰
が
引
け
て
い
る
。
重
心
の
し
っ
か
り
し
な
い

不
自
然
な
姿
勢
で
あ
る
」

　
「
ね
ぇ
、
僕
の
服
装
ち
ゃ
ん
と
し
て
る
？
」

　
「
ち
ゃ
ん
と
、
っ
て
今
日
お
前
働
い
て
へ
ん
か
ら
何

も
汚
れ
て
へ
ん
や
ん
け
」

　
「
裕
、
そ
ん
な
こ
と
言
わ
ず
ち
ゃ
ん
と
見
て
よ
」

　
「
お
前
、
見
た
目
は
イ
ケ
メ
ン
や
の
に
ホ
ン
マ
中
身

は
翔
平
や
な
ぁ
。
な
ん
か
こ
れ
で
や
っ
と
翔
平
に
会

え
た
気
が
す
る
わ
」

　

そ
う
言
っ
て
八
柳
は
翔
平
の
服
装
を
確
認
す
る
。

翔
平
は
そ
わ
そ
わ
し
な
が
ら
八
柳
の
言
葉
を
待
つ
が
、

な
か
な
か
返
事
が
こ
な
い
。
八
柳
は
翔
平
を
じ
っ
と

見
つ
め
て
い
る
。

　
「
ね
ぇ
、
ど
う
な
の
、
裕
」

　
「
お
前
、
め
っ
ち
ゃ
男
前
や
な
ぁ
」

　
「
は
？
」

　
「
い
や
、
何
、
そ
の
…
普
段
の
作
業
着
で
も
着
る
奴

が
変
わ
れ
ば
こ
ん
な
に
か
っ
こ
え
え
感
じ
に
な
る
も

ん
や
な
ぁ
」

　

八
柳
は
手
足
の
長
い
新
し
い
翔
平
、
そ
の
作
業
着

を
着
こ
な
す
様
に
惚
れ
惚
れ
と
見
と
れ
た
。

　
「
ね
ぇ
、
そ
れ
は
褒
め
て
る
の
？　

ど
う
な
の
？
」

　
「
う
る
さ
い
な
ぁ
、
褒
め
て
ん
ね
や
な
い
か
！
」

　

そ
う
言
っ
て
翔
平
の
背
中
を
叩
く
と
、
翔
平
は
前

の
め
り
に
な
っ
て
レ
ジ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
手
を
つ
い

た
。

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
こ
ん
ば
ん
は
」

　

見
上
げ
る
と
襟
を
立
て
た
黒
い
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
緑

色
の
エ
プ
ロ
ン
を
身
に
ま
と
っ
た
神
田
真
奈
の
姿
が

あ
っ
た
。
す
で
に
順
番
が
回
っ
て
き
て
い
た
の
だ
。

　
「
あ
…
そ
の
…
こ
ん
ば
ん
は
」

　

真
っ
直
ぐ
な
瞳
で
見
つ
め
る
神
田
に
翔
平
は
言
葉

を
詰
ま
ら
せ
た
。

　
「
あ
ぁ
、い
つ
も
ご
苦
労
様
で
す
。
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー

２
つ
で
」

　

後
ろ
か
ら
八
柳
が

や
っ
て
き
て
翔
平
の
背

中
を
擦
り
な
が
ら
言
っ

た
。

　
「
こ
ん
ば
ん
は
。
は
い
、

ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
２
つ

で
す
ね
？
」

　
「
そ
う
そ
う
２
つ
で
。

あ
の
、
神
田
さ
ん
…
っ

す
よ
ね
？
」

　

神
田
は
目
を
丸
く
し

た
。

　
「
え
？
…
は
い
、
そ
う
で
す
け
ど
」

　
「
い
や
ぁ
、
何
て
い
う
か
、
こ
い
つ
俺
の
連
れ
で
ね
。

い
つ
も
言
っ
て
る
ん
で
す
よ
」

　

急
に
神
田
に
話
し
か
け
は
じ
め
た
八
柳
に
翔
平
は

驚
き
、
腕
を
引
っ
張
り
、
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

神
田
は
目
を
丸
く
さ
せ
て
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。

　
「
や
っ
ぱ
神
田
さ
ん
え
え
な
ぁ
、
い
う
て
。
そ
の
、

な
ん
ち
ゅ
う
か
、
エ
プ
ロ
ン
の
緑
が
映
え
と
る
な
ぁ
っ

て
。
小
池
百
合
子
よ
り
緑
が
似
合
う
で
ぇ
、い
う
て
ね
」

　

神
田
は
く
す
っ
と
笑
い
、
後
ろ
か
ら
八
柳
を
羽
交

い
絞
め
す
る
翔
平
に
、

　
「
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

と
言
っ
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
、
何
で
急
に
あ
ん
な
こ
と
言
う
ん
だ

よ
！
」

　

奥
の
テ
ー
ブ
ル
席
に
座
っ
た
翔
平
と
八
柳
。

　
「
忖
度
や
。
忖
度
」

　

ス
ト
ロ
ー
を
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
さ
せ
て
涼
し
気
な
顔

で
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
八
柳
は
言
っ
た
。

　
「
あ
り
が
た
い
と
思
え
」

　
「
で
も
、
ど
う
し
て
急
に
？
」

　

す
る
と
八
柳
は
翔
平
に
顔
を
近
づ
け
、
片
方
の
口

角
を
上
げ
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
。

　
「
神
田
さ
ん
、
お
前
に
惚
れ
と
る
わ
」

　
「
は
！
？
」

　
「
い
や
ぁ
、
す
げ
ぇ
な
っ
て
思
っ
た
。
イ

ケ
メ
ン
は
す
げ
ぇ
な
。
お
前
を
見
る
目
が
今

ま
で
と
全
然
違
う
か
っ
た
も
ん
な
」

　

翔
平
の
頭
は
真
っ
白
に
な
っ
た
。
そ
れ
か

ら
徐
々
に
周
り
の
雑
音
が
聞
こ
え
な
く
な
っ

て
い
っ
た
。
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
と
カ
ウ
ン

タ
ー
の
方
へ
視
線
を
移
す
と
、
頬
を
赤
ら
め

た
神
田
真
奈
と
目
が
合
っ
た
。

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―③―

次
号
（
５
月
１
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ

選
手
は
的
に
神
経
を
集
中
す
る

スポーツ吹き
矢で健康増進

で
教
鞭
を
執
る
。

　
「
教
育
行
政
を
叩
か
な
い
限
り
、

本
当
の
意
味
で
学
校
を
立
て
直
す
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
思
い
に
至

り
、
平
成
27
年
に
退
職
し
、
大
阪
府

議
会
議
員
選
挙
に
無
所
属
で
出
馬
。

健
闘
し
た
も
の
の
、
準
備
の
時
間
が

足
ら
ず
、
落
選
。

　

選
挙
後
、
こ
ん
だ
直
人
教
育
研
究

所
を
服
部
川
に
設
立
し
、教
育
相
談
、

教
育
講
演
に
奔
走
し
て
い
る
。

　

本
は
四
六
判
１
９
９
頁
並
製
本
、

定
価
１
、
２
９
６
円
（
税
込
み
）。

問
い
合
わ
せ
は
同
研
究
所
（
☎
０
５

０
―
３
５
６
１
―
０
７
０
７
）
へ
。

　
「
教
育
は
す
べ
て
の
原
点
で
す
」。

そ
う
力
説
す
る
熱
血
教
師
、
近
田
直

人
さ
ん
（
54
）
が
１
月
に
「
自
慢
の

先
生
に
、
な
っ
て
や
ろ
う
！
」（
ザ

メ
デ
ィ
ア
ジ
ョ
ン
）
を
出
版
し
た
。

副
題
は
「
ラ
ク
ビ
ー
先
生
の
本
音
教

育
論
」。

　

八
尾
市
服
部
川
で
生
ま
れ
育
ち
、

八
尾
高
校
を
卒
業
後
、筑
波
大
学
へ
。

学
生
時
代
は
ラ
ク
ビ
ー
漬
け
の
日
々

を
送
っ
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
大
阪
に
戻
り
体
育

教
師
に
。
住
之
江
高
校
を
振
り
出
し

に
、
高
津
高
校
、
住
吉
高
校
、
柏
原

東
高
校
、
平
野
高
校
、
清
水
谷
高
校

落成式で挨拶する谷岡一郎学長

河
内
小
阪
駅
前
に

４
月
か
ら
稼
働

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
留
学
生
（
左
）
も

テレビのインタビューを受ける新入生

「１人の友、 １冊の本、 １つの夢を見付けて
下さい」と話す塩﨑均学長

　

大
阪
商
業
大
学
（
谷
岡

一
郎
学
長
）
が
新
校
舎
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
コ
モ
ン

ズ
・
リ
ア
ク
ト
（
東
大
阪

市
御
厨
栄
町
１
）
の
落
成

式
を
３
月
24
日
に
行
っ

た
。「
自
学
自
習
」「
地
域

交
流
」「
企
業
交
流
」「
国

際
交
流
」
な
ど
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実

践
す
る
拠
点
と
し
て
４
月

か
ら
稼
働
。

　

近
鉄
奈
良
線
河
内
小
阪

駅
前
に
あ
る
の
で
利
用
し

や
す
く
、
大
学
と
地
域
の

交
流
が
活
発
に
な
る
可
能

性
が
大
き
い
。

第
４
回
河
内
大
会

250人が
腕競う

教
育
論
を
ま
と
め
出
版

教
育
は
す
べ
て
の
原
点

「教師自らが変わらなければ始ま
りません」と話す近田直人さん

熱血ラグビー先生

近田直人さん

近
畿
大
学

大阪経済法科大学

つんく♂さんが演出

新入生を勇気付ける田畑理一学長

新校舎

大
阪
商
業
大
学キャン

パス　
彩々春

海外からの留学生も



東　　　 大　　　 阪（３） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成２９年４月１５日（土）

親孝行出版のすすめ
　「孝行のしたい時分に親はなし」と言われます。
　親が亡くなってから、もっと話を聞いておけば
よかったと思う人は少なくありません。まだ親が
元気なうちに話を聞き、形に残すことで親孝行が
できます。また、子どもである自分の存在の貴さ
を改めて確かめることができ、いのちのバトンタッ
チを末代まで残せます。
　プロのライターがインタビューし、熟練の編集
者が編集し、本格的な印刷のうえ上製本（ハード
カバー）に仕上げますので、安心してお任せ下さい。
心を込めて、永遠に残るあなたの財産をお作りし
ます。

《基本設定》
Ａ５判32ページ上製本（ハードカバー）、布表紙に金（または銀）箔押し
モノクロ写真10枚挿入　肉声入りＣＤ付き

制作部数10部　出版費用50万円（税別）

ドニエプル出版

わが人生

細羽 芹司 著

わが人生

声 細羽 芹司
＋

上製本 肉声入りＣＤ

〒581-0013 八尾市八尾山本町南 6-2-29
TEL 072-926-5134 ／ FAX 072-921-6893

株式
会社

事
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、

い
つ
か
は
飲
食
で
身
を
立

て
た
い
と
考
え
て
い
た
。

　

20
代
の
こ
ろ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
旅
し
た
こ
と
が

頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

特
に
ス
ペ
イ
ン
の
自
由
な

空
気
が
自
分
に
合
っ
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
バ
ル
を
開
こ

う
。
そ
う
思
い
立
つ
と
、

体
が
す
ぐ
に
動
い
た
。
料

理
学
校
に
通
い
、
料
理
の

イ
ロ
ハ
か
ら
学
ん
だ
。
母

親
の
実
家
が
飲
食
店
を
営

ん
で
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
目
覚
め
、
す
ぐ

に
料
理
を
習
得
し
た
。 

　

飲
食
店
の
命
は
、
味
の

次
に
立
地
条
件
。
大
阪
市

内
を
隈
な
く
探
し
、 

谷
町

筋
と
中
央
大
通
り
の
交
差

点
に
ち
ょ
う
ど
い
い
空
き

店
舗
を
見
つ
け
た
。

　

す
ぐ
に
決
め
、
内
装
に

か
か
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
洒

落
た
バ
ル
を
頭
に
浮
か
べ

な
が
ら
、
仕
上
げ
た
。

　

半
年
が
過
ぎ
、
仕
事
帰

り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

カ
ッ
プ
ル
で
毎
日
賑
わ
っ

て
い
る
。
す
べ
り
出
し
は

順
調
だ
。

　
「
店
の
雰
囲
気
が
い
い

し
、
料
理
が
洗
練
さ
れ
て

い
る
の
で
、
よ

く
来
て
い
ま

す
」
と
八
尾

市
在
住
の
会

社
役
員
の
女

性
（
46
）
が
ワ

イ
ン
を
飲
み
な

が
ら
話
し
て
い

た
。

　

人
手
不
足
の
建
設
業
界
。

こ
れ
か
ら
益
々
拍
車
が
か

か
る
。
激
動
の
時
代
を
生

き
抜
く
の
は
並
大
抵
な
こ

と
で
は
な
く
、
力
を
合
わ

せ
乗
り
切
る
し
か
な
い
。

　

そ
ん
な
危
機
感
と
使

命
感
か
ら
、
株
式
会
社

中
村
建
設
代
表
取
締
役

の
中
村
英
俊
さ
ん
（
42
）

は
若
い
力
を
結
集
し
て

一
般
社
団
法
人global construction union

（
以

下
Ｇ
Ｃ
Ｕ
）
を
昨
年
立
ち

上
げ
た
。

　
「
建
設
業
に
関
わ
る
人

を
幸
せ
に
す
る
」。
多
く

の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
人

生
を
切
り
拓
い
て
き
た
中

村
さ
ん
の
言
葉
に
は
重
み

が
あ
り
、人
の
心
を
打
つ
。

こ
れ
ま
で
の
組
合
と
違

い
、
Ｇ
Ｃ
Ｕ

は
会
員
企
業

に
実
益
を
も

た
ら
す
。
組

合
か
ら
の
仕

事
発
注
、
共

同
購
入
、
海

外
事
業
サ

ポ
ー
ト
等
、

至
れ
り
尽
く

せ
り
。
ま

た
、
交
流
会

や
勉
強
会
、
求
人
、
女
性

就
労
支
援
ま
で
あ
る
。
海

外
貧
困
地
域
支
援
、
国
内

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
社
会
貢
献
に
も
力

を
入
れ
る
。

　

３
月
26
日
に
ラ
ブ
・
セ

ン
ト
ラ
ル
（
大
阪
市
北
区

西
天
満
２
）
で
第
１
回
西

日
本
説
明
会
が
開
か
れ
、

約
１
０
０
人
が
集
っ
た
。

Ｇ
Ｃ
Ｕ
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
そ
の
場
で
入
会
す
る

人
も
。

　

５
月
12
日
に
は
第
１
回

東
日
本
説
明
会
を
開
催
す

る
。
ク
ル
ー
ズ
・
ク
ル
ー

ズ
（
東
京
都
新
宿
区
新
宿

３
）
で
16
時
30
分
〜
。
参

加
費
７
、
０
０
０
円
（
懇

親
会
付
き
）。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
一
般

社
団
法
人
Ｇ
Ｃ
Ｕ
（
☎
０

３
―
５
４
０
３
―
５
９
６

８
）
へ
。

　

一
緒
に
い
る
と
安

心
で
き
る
。
こ
れ
が

田
中
康
正
さ
ん
（
51
）

の
第
一
印
象
。
日
本

商
運
株
式
会
社
（
八

尾
市
青
山
町
１
―
６

―
５
）
の
代
表
取
締

役
社
長
を
務
め
る
傍

ら
、
八
尾
地
区
協
力

雇
用
主
協
会
会
長
と

し
て
再
犯
防
止
、
犯
罪
予

防
に
東
奔
西
走
し
て
い
る
。

　

23
歳
で
運
送
業
を
立
ち

上
げ
、
順
調
に
業
績
を
伸

ば
し
た
。
人
手
を
確
保
す

る
た
め
に
ど
ん
な
人
物
で

も
雇
っ
た
。
な
か
に
は
前

科
が
あ
る
者
も
。
一
人
一

人
と
真
剣
に
向
き
合
い
、

真
面
目
に
仕
事
を
さ
せ
た
。

そ
れ
が
今
の
協
力
雇
用
主

の
仕
事
に
つ
な
が
る
こ
と

に
。

　

八
尾
地
区
の
保
護
司
会
、

更
生
保
護
女
性
会
、
Ｂ
Ｂ

Ｓ
（Big Brothers and 

Sisters Movement

）
と

連
携
し
な
が
ら
更
生
保
護

活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　

毎
週
木
曜
日
の
夜
、
Ｂ

Ｂ
Ｓ
が
中
心
に
な
っ
て
株

式
会
社
花
風
樹
（
八
尾
市

志
紀
町
南
２
―
65
）
の
２

階
で
ボ
ク
シ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。

　

参
加
費
無
料
で
誰
で
も

参
加
で
き
る
の
は
、
同
社

が
場
所
を
無
料
で
提
供
し

て
い
る
か
ら
だ
。
非
行
に

走
る
青
年
を
こ
こ
で
更
生

さ
せ
て
い

る
。

　

最
近
で

は
、
引
き
こ

も
り
の
子
ど

も
も
参
加
す

る
よ
う
に
。
世
界
チ
ャ
ピ

オ
ン
が
顔
を
出
す
な
ど
、

他
の
ジ
ム
で
は
考
え
ら
れ

な
い
特
別
な
場
だ
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
で
の
ボ
ク
シ
ン
グ
は
固

ま
っ
た
心
を
ほ
ぐ
し
、
希

望
の
光
を
見
い
出
す
。

　

田
中
さ
ん
は
時
間
を

作
っ
て
こ
こ
に
も
し
ば
し

ば
顔
を
出
し
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。

　

２
年
前
に
は
保
護
司
の

委
嘱
を
受
け
、
さ
ら
に
活

動
の
範
囲
を
広
げ
た
。
田

中
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
で
更

生
す
る
人
が
少
な
く
な
い
。

田
中
さ
ん
の
活
躍
が
注
目

さ
れ
、
映
画
化
の
話
が
出

て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
料
理
に
魅
せ
ら
れ
て

ス
ペ
イ
ン
バ
ル 「
谷
町
ク
ジ
ラ
」

店
長 

福
山
穣
治 

さ
ん

会
員
企
業
に
実
益
を

働
く
女
性
の
活
躍
に
つ
い
て 

女
性
活
躍

の 

推 

進

手際よく料理を作る福山穣治さん

若者たちを温かく見守る田中康正さん（ボクシングの練習場で）

社会への女性進出を後押しする⻆田禮子会長

講演する木下裕之さん

作業所のねこ
＆

ノラねこ展
入場無料
＜写真展＞　期間：４月16日（日）～20日（木）
　　　　　　時間：11時～19時（最終日は17時まで）

場所：Gallery Koyodo（大阪市天王寺区上
本町7-3-2、☎06-6771-5053）
※大阪国際交流センター北側

更生保護に
燃える

代表理事 中村英俊さん

建設業に関わる
人を幸せにする 八尾市女性団体連合会主催

女性教育講演会
4月6日

70人が参加 賑やかな雰囲気で

広域

広域

大阪市中央区谷町３－
２－３ 木村ビル１階
地下鉄谷町四丁目駅⑤
番出口すぐ
TEL 06-6945-3570
《営業時間》
月～土 17:30 ～ 24:00

スペインバル 谷町クジラ

な
つ
か
し
い
写
真

近
鉄
電
車
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
　
功

《新生駒トンネル開通直後》
撮影時期　昭和39年８月ごろ
撮影場所　近鉄石切駅北側ホームから

　近鉄では、新生駒トンネルの開通によ
り大型車両8000系の運行が可能になり
ました。
　全長3494mは、当時の私鉄では長いト
ンネルと思われます。

　

講
演
に
は
大
阪
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株

式
会
社
の
広
報
室
長
、
木
下
裕
之
さ
ん

（
63
）
が
招
か
れ
た
。
木
下
さ
ん
は
40
分

に
わ
た
り
、
ヤ
ク
ル
ト
の
歴
史
と
女
性
に

優
し
い
企
業
づ
く
り
に
つ
い
て
語
っ
た
。

乳
酸
菌
の
一
種
で
あ
る
ヤ
ク
ル
ト
（
ラ
ク

ト
バ
チ
ル
ス
・
カ
ゼ
イ
・
シ
ロ
タ
株
）
は

医
者
で
あ
り
研
究
者
で
も
あ
っ
た
実
質
的

な
ヤ
ク
ル
ト
本
社
の
創
業
者
、
代
田
稔
に

よ
り
発
見
さ
れ
た
。

　

代
田
は
「
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
こ

の
ヤ
ク
ル
ト
を
広
め
た
い
」と
思
い
か
ら
、

貧
し
い
人
で
も
健
康
を
手
に
入
れ
ら
れ
る

よ
う
「
ハ
ガ
キ
１
枚
、
煙
草
１
本
の
値
段

で
買
え
る
ヤ
ク
ル
ト
」
と
い
う
経
営
標
語

を
立
て
る
。

　

今
で
も
ハ
ガ
キ
52
円
に
対
し
、
ヤ
ク
ル

ト
１
本
40
円
で
購
入
で
き
る
。
ヤ
ク
ル
ト

に
よ
り
腸
内
菌
を
活
性
さ
せ「
健
腸
長
寿
」

を
理
念
と
し
て
躍
進
し
た
。

　

１
９
６
３
年
、
主
婦
な
ど
の
女
性
を
起

用
し
て
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
ー
に
よ
る
販
売

を
始
め
る
。
女
性
の
社
会
進
出
に
一
早
く

手
が
け
た
。

　

そ
し
て
、
ヤ
ク
ル
ト
内
で
の
保
育
所
を

設
立
。
女
性
が
育
児
と
両
立
し
な
が
ら
働

け
る
環
境
づ
く
り
を
整
え
て
き
た
。

　

女
性
団
体
連
合
会
は
女
性
が
社
会
で
活

躍
す
る
こ
と
を
応
援
す
る
団
体
。
戦
後
、

女
性
が
参
政
権
を
初
め
て
得
た
昭
和
27
年

か
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

年
に
一
度
、
婦
人
参
政
記
念
日
の
あ
る

４
月
に
同
会
は
教
育
講
演
会
を
開
く
。
講

演
者
と
し
て
木
下
さ
ん
が
選
ば
れ
た
の

は
、
ヤ
ク
ル
ト
の
「
健
康
に
心
配
り
の
あ

る
製
品
づ
く
り
」
と
「
女
性
に
優
し
い
企

業
理
念
」
に
基
づ
く
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
女
性
が
ま
す
ま
す
輝
き

を
放
て
る
社
会
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」

　

⻆
田
禮
子
会
長
は
語
る
。

　
「
た
だ
、
女
性
の
社
会
進
出
と
政
治
に

対
す
る
向
き
合
い
方
が
強
ま
る
一
方
、
若

年
層
の
投
票
率
の
低
さ
は
問
題
点
で
す
」

　

昨
年
、
選
挙
権
の
引
き
下
げ
に
よ
り
18

歳
か
ら
投
票
に
行
く
権
利
を
与
え
ら
れ

た
。
し
か
し
、
自
分
の
持
つ
１
票
の
重
み

を
軽
視
す
る
な
ど
、
若
者
た
ち
に
は
選
挙

に
対
す
る
消
極
的
な
意
見
が
目
立
っ
た
。

　

⻆
田
会
長
は
女
性
団
体
連
合
会
の
活
動

を
通
し
て
、
女
性
だ
け
で
な
く
若
者
を
巻

き
込
ん
だ
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
ア
プ

ロ
ー
チ
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
力
強
く

語
る
。

　

選
挙
が
暮
ら
し
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
伝
え
て
い
く
。
そ
れ
が
政
治
と

親
し
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
な
る
だ
ろ

う
。
今
後
の
女
性
団
体
連
合
会
の
活
動
が

益
々
重
要
に
な
る
。

 

（
嶋
津
亮
太
）

　

４
月
６
日
午
後
１
時
30
分
、
八
尾
市
立
く
ら
し
学
習
館
２
階
研
修
室
（
八
尾
市
本

町
３
）
に
て
、
八
尾
市
女
性
団
体
連
合
会
（
⻆
田
禮
子
会
長
）
の
主
催
す
る
女
性
教

育
講
演
会
「
働
く
女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
〜
女
性
活
躍
の
推
進
〜
」
が
開
催
さ
れ
た
。

お
よ
そ
70
人
の
女
性
が
集
い
、
研
修
室
は
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

仕
事
帰
り
に
ち
ょ
っ
と

寄
れ
る
そ
ん
な
気
楽
な
ス

ペ
イ
ン
バ
ル
が
谷
町
６
丁

目
に
昨
年
８
月
オ
ー
プ
ン

し
た
。
谷
町
ク
ジ
ラ
だ
。

屋
号
の
由
来
は
「
鯨
飲
」。

た
く
さ
ん
飲
ん
で
ゆ
っ
く

り
寛
い
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
店
長
福
山
穣
治
さ
ん

（
49
）
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

　

福
山
さ
ん
は
建
築
の
仕

八
尾
地
区
雇
用
主
協
会

会
長 

田
中
康
正
さ
ん

Gallery Koyodo は近鉄大阪
上本町駅から南へ徒歩５分。
手作りのアクセサリー、か
わいいいストラップ、羊毛
フェルトなどの新作の販売
もあります。

ねこ展のお客様手作りのねこチグラ、みんなで争奪戦！
早くどかへんかなと待っては、虎視眈眈 !!
ノンビリ暮らすねこたちと外で力強く暮らすノラさんの
写真も盛りだくさん！
喫茶コーナーで、紅茶やお菓子サービスがあります。

ＮＰＯ法人ロータス
指定障がい福祉サービス事業所　紬（つむぎ）
八尾市久宝寺3-1-22
TEL ＆ FAX　072-992-0225
ホームページ　http://lotus.nyanta.jp/

大阪東部ヤ
クルト販売 広報室室長 木下裕之さんが講演

中
村
英
俊
さ
ん
の
言
葉
は
人
の
心
を
打
つ

一般社団法人  global construction union
ＧＣＵ



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年４月１５日（土）

　

カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
ま
ど
ん
な

の
「
春
の
カ
ラ
オ
ケ
祭
り
」

が
４
月
２
日
に
八
尾
商
工
会

議
所
３
階
大
ホ
ー
ル
（
八
尾

市
清
水
町
１
）
で
開
か
れ
た
。

　

初
め
に
マ
ス
タ
ー
の
小
林
清
次
郎
さ
ん
が
奥
さ
ん

の
好
恵
さ
ん
と
登
壇
し
、挨
拶
。
そ
の
後
、マ
ス
タ
ー

が
「
人
の
道
〜
町
医
者
物
語
」
を
熱
唱
し
た
。

　

第
７
回
と
な
っ
た
今
回
の
カ
ラ
オ
ケ
祭
り
に
は
同

店
に
通
う
約
70
人
が
出
演
し
、
十
八
番
の
歌
を
披
露

し
た
。
前
半
の
締
め
く
く
り
は
歌
手
の
み
う
ら
晶
朗

さ
ん
が
、
後
半
の
締
め
く
く
り
は
歌
手
の
若
林
健
二

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ

た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
ま
ど
ん
な
は
電
気
自
動
車
を
導
入

し
、お
客
さ
ん
の
送
迎
を
行
っ
て
い
る
。ど
こ
も
行
っ

て
い
な
い
特
別
な
サ
ー
ビ
ス
だ
。

父
親
に
相
談
す
る
と
、
静

か
に
喜
び
「
保
証
人
に
な

る
な
。
金
の
貸
し
借
り
は

す
る
な
。
力
以
上
の
こ
と

は
す
る
な
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
た
。

　

時
代
の
波
に
乗
り
、
ス

カ
ー
フ
や
マ
フ
ラ
ー
を
扱

う
堀
商
は
業
績
を
ど
ん
ど

ん
上
げ
た
。
４
年
目
に
は

法
人
化
。

　

そ
の
後
も
順
調
に
事
業

を
伸
ば
し
、
35
年

に
な
る
。
長
男
が

跡
を
継
ぐ
決
心
を

し
た
の
で
、
堀
さ

ん
は
一
安
心
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
こ
れ
か
ら
は
、

モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
基
本
と
し

た
社
員
教
育
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
に
力
を
尽
く
す

と
い
う
。

　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
学
び
、

道
経
一
体
（
道
徳
経
済
一

体
思
想
）
の
経
営
を
行
っ

て
い
る
会
社
が
柏
原
に
あ

る
。
創
業
35
年
の
株
式
会

社
堀
商
だ
。

　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
は
「
普

通
道
徳
お
よ
び
最
高
道
徳

の
原
理
・
実
質
お
よ
び
内

容
を
比
較
研
究
し
、
あ
わ

せ
て
そ
の
実
行
の

効
果
を
科
学
的
に

証
明
し
よ
う
と
す

る
新
科
学
」
で
、

廣
池
千
九
郎
法
学
博
士

（
１
８
６
６
年
〜
１
９
３

８
年
）が
提
唱
。
現
在
は
、

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
所
（
千
葉
県
柏

市
光
ケ
丘
２
―
１
）
が
研

究
と
実
践
の
メ
ッ
カ
だ
。

　

18
歳
で
広
島
県
福
山
市

か
ら
大
阪
に
出
た
堀
勝
三

郎
さ
ん
（
72
）
は
、
船
場

に
あ
る
ハ
ン
カ
チ
を
取
り

扱
う
会
社
に
入
っ
た
。
そ

の
会
社
の
社
長
が
モ
ラ
ロ

ジ
ー
を
学
ん
で
お
り
、
朝

礼
で
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
話
を

聞
く
う
ち
に
興
味
を

持
ち
、
勉
強
会
へ
顔

を
出
す
よ
う
に
。そ
こ
で
、

先
輩
か
ら
多
く
の
こ
と
を

教
え
ら
れ
た
。
特
に
心
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
「
何

で
も
ハ
イ
と
素
直
に
聞

く
」「
継
続
は
力
」「
仕
事

は
天
職
」。

　

同
じ
職
場
で
働
い
て
い

た
英
子
さ
ん
（
67
）
と
結

婚
。
10
年
し
た
こ
ろ
、
独

立
の
意
思
を
英
子
さ
ん
に

伝
え
た
と
こ
ろ
、「
は
い
。

協
力
す
る
わ
」
と
微
笑
ん

で
く
れ
た
。

　

屋
号
は
堀
商
と
し
た
。

父
親
、
堀
章
夫
さ
ん
が
経

営
し
て
い
た
「
堀
章
」
を

復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
を
込
め
て
名
付
け
た
。

藺い

草ぐ
さ

を
使
っ
た
商
い
を
し

て
い
た
掘
章
。
幾
多
の
障

害
に
阻
ま
れ
、
倒
産
へ
と

追
い
込
ま
れ
た
。
夢
破
れ

た
父
親
の
跡
を
継
ぐ
気
持

ち
で
、
屋
号
を
決
め
た
。

挙
げ
た
。

　
「
社
長
、
私
が
や
り
ま

す
」。
松
田
さ
ん
は
耳
を

疑
っ
た
。「
私
に
や
ら
せ

て
く
だ
さ
い
」。
そ
ん
な

下
田
さ
ん
の
熱
意
に
打
た

れ
、
任
せ
る
こ
と
に
。
初

め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

が
、
次
第
に
要
領
を
つ
か

み
、
男
性
職
人
と
同
じ
レ

ベ
ル
ま
で
到
達
。
今
で
は

高
い
木
に
登
っ
て
剪
定
す

る
ま
で
に
。

　

女
性
の
職
人
誕
生
に
周

り
は
冷
や
や
か
だ
っ
た
。

し
か
し
、
し
ば
ら
く
す
る

と
男
性
と
引
け
を
取
ら
な

い
彼
女
の
仕
事
ぶ
り
を
誰

も
が
認
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
「
こ
こ
ま
で
来
れ
た
の

は
、
包
容
力
の
あ
る
社
長

だ
っ
た
か
ら
」
と
下
田
さ

ん
は
話
す
。
男
性
社
会
で

女
性
が
活
躍
す
る
た
め
に

は
、
ト
ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト

が
何
よ
り
必
要
だ
。

　

下
田
さ
ん
に
勇
気
付
け

ら
れ
、
造
園
業
に
少
し
ず

つ
女
性
が
進
出
し
始
め
て

い
る
。

園
業
。
女
性
が
仕
事
を
す

る
な
ど
と
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
同
社
で
は
そ
ん

な
常
識
を
破
っ
て
、
女
性

が
バ
リ
バ
リ
と
活
躍
し
て

い
る
。

　
「
女
性
が
剪
定
で
き
る

の
？
」

　

初
め
は
そ

ん
な
声
が
多

か
っ
た
。
社

長
の
松
田
充

弘
さ
ん
（
58
）
自
身
、
不

安
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し

か
し
、
状
況
的
に
仕
方
な

か
っ
た
。
６
人
い
た
職
人

が
高
齢
化
し
１
人
減
り
２

人
減
り
し
て
、
最
後
に
は

１
人
も
い
な
く
な
っ
た
。

身
動
き
と
れ
ず
困
っ
て
い

る
と
き
、
事
務
員
の
下
田

佳
代
さ
ん
（
45
）
が
手
を

　八尾市は平成28年３月に策定した「八尾市人口ビジョ
ン・総合戦略」に基づいて、将来予測される人口減少に対
応するため各種の取り組みを進めている。　
　その中に、若い世代の定住をより促し、若い世代が選
ぶまちを目指す活動がある。「おもしろい !　たのしい !
サイコー !」（ＯＴＳ）を合言葉に昨年11月から毎月開催
されてきたのが「やお若者ＯＴＳ会議」だ。
　３月17日午後６時45分から八尾市立青少年センター
集会室（八尾図書館３階）において提案事業の発表会が実
施された。田中誠太八尾市長、平野佐織八尾副市長、山
本裕三八尾副市長が出席し講評を行った。会場は準備さ
れた150席をはるかに超える見学者が駆けつけた。若者
の考える提案に対する関心度と期待の大きさを感じさせ
るものだった。
　田中市長は開会にあたり「面白い提案が出てくるだろ
う、来年度も続けたい。楽しみながら聞きたい」と挨拶。
続いて事務局・政策企画部政策推進課中沢敬主査が若者
会議の趣旨と経過説明などについて報告した。
　八尾市の人口は平成８年の27万８千人をピークに、
現在の26万８千人が2060年には19万２千人と見込まれ
ている。この人口減少に対する危機感から「やお若者Ｏ
ＴＳ会議」（45人・７グループ）は、議論してきた事業を
持ち時間８分で提案した。発表した女性によるとメン
バーは「21～ 22歳、男女ほぼ同数、会社員と学生もほ
ぼ半々」という。提案事業は次の通り。
　
　①「八尾狩り」イチゴ狩りのように、えだまめ・若ごぼ

う・歯ブラシ・旭ポンズなどの特産品のハン
ティングフェス、②「チャリっちゃお !」おしゃ
れな改造レンタル自転車で八尾市内巡り、③

「Yao Baby Box Project（YBBP）」フィンラン
ドのベイビーボックスをモデルに地域で子ど
もを育てるまちへ、④「大人の運動会～あの
日の輝きを～」若者が集まり、若者と地域が
つながることで愛着のある街に、⑤「Happy 
Music!! 八尾マーチフェス2018」吹奏楽のまち
として商店街の活性化と都市部のオアシス化
でふるさと愛を育む、⑥「YAO Re HOME」建
築系やデザイン系の大学生や工務店などと連
携、空き家 BANK と空き家 CAFE で町の魅力
を発信、⑦「八尾の魅力発信のための取り組
み」八尾の強みや《ええとこ》を市内外に発信。
　平野副市長は「具体的なイメージをもらえ
る楽しい提案だった」と述べ、山本副市長は「未来に向け
夢を持つ間は若さだ。楽しいまちにしよう」と激励した。
　全体を総括して田中市長は「ホンマにやりましょう !」
と締めくくった。
　プレゼンテーションは公的資料を交え若者らしい視点
が随所に見受けられた。見学者から「奇抜なものが欲し
かった」との声もあった。
　実現性の高い提案は更に議論を深め、次年度以降にお
いて市の事業として地域・関係企業・団体などと連携しな
がら実現を目指すとしている。
 （石河亮平）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

カラオケ喫茶まどんな

株式会社 堀商

モラロジーで
会社経営

若い世代が住みたいと選ぶ八尾市をめざして

道
経
一
体

若
者
た
ち
の

視 

点 

か 

ら 

や
お
若
者
Ｏ
Ｔ
Ｓ
会
議
提
案
事
業
発
表
会

おしどり夫婦の堀勝三郎さん
（左）と英子さん 挨拶する小林清次郎さん（左）と好恵さん

会
場
は
熱
気
む
ん
む
ん

田
中
誠
太
八
尾
市
長
の
講
評

　

ロ
シ
ア
の
内
部
崩
壊
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。

　

３
月
26
日
、
ロ
シ
ア
の
野
党
指
導
者
ア
レ
ク
セ

イ
・
ナ
バ
リ
ヌ
イ
が
呼
び
か
け
、
モ
ス
ク
ワ
で
反

政
府
デ
モ
が
起
こ
っ
た
。
拘
束
者
は
１
０
０
０
人

以
上
。
モ
ス
ク
ワ
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
に
ロ
シ
ア

国
内
83
カ
所
で
デ
モ
が
起
こ
り
、
２
０
０
０
人
以

上
が
拘
束
さ
れ
た
。

　

ナ
バ
リ
ヌ
イ
が
ネ
ッ
ト
で
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
首

相
の
贅
沢
三
昧
な
生
活
を
公
表
し
、
腐
敗
し
て
る

と
批
判
し
た
の
が
事
の
起
こ
り
。
視
聴
回
数
が
１

１
５
０
万
回
を
超
え
、人
び
と
が
立
ち
上
が
っ
た
。

来
年
３
月
に
行
わ
れ
る
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
に
出

馬
の
意
欲
を
見
せ
る
ナ
バ
リ
ヌ
イ
が
プ
ー
チ
ン
に

喧
嘩
を
仕
掛
け
た
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
４
月
３
日
、

プ
ー
チ
ン
の
出
身
地
で
あ

る
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
で
地
下
鉄
爆
破
テ
ロ
が

起
こ
り
、
14
人
が
死
亡
。

し
か
も
、
プ
ー
チ
ン
滞
在

中
の
こ
と
。
自
爆
テ
ロ
は

キ
ル
ギ
ス
出
身
の
22
歳
、

ア
ク
バ
ル
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ

リ
ロ
フ
ト
が
行
っ
た
と
判

明
。

　

テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、

ロ
シ
ア
崩
壊
の
ニ
ュ
ー
ス

で
溢
れ
て
い
る
。新
聞
や
雑
誌
な
ど
も
同
じ
だ
。日
々

報
道
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
４
月
６
日
に
化
学
兵
器
を
使
っ
た
ア

サ
ド
大
統
領
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
は
シ
リ
ア
に
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
行
っ

た
。
地
中
海
の
洋
上
に
展
開
す
る
２
隻
の
ア
メ
リ

カ
艦
船
が
59
発
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル「
ト
マ
ホ
ー
ク
」

を
発
射
し
た
の
だ
。

　

ア
サ
ド
政
権
の
後
ろ
盾
で
あ
る
ロ
シ
ア
。
そ
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
プ
ー
チ
ン
は
、
想
定
外
の
出
来
事

に
怯
ん
だ
。

　
「
ト
ラ
ン
プ
と
プ
ー
チ
ン
は
『
ホ
モ
だ
ち
』
で

は
な
か
っ
た
」
と
い
う
誰
か
の
ブ
ロ
グ
を
見
た
と

き
、
思
わ
ず
吹
き
出
し
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
76

ロシア崩壊のニュース続々

柏原市田辺 1-16-54

TEL 072-977-2849

FAX 072-976-0980

株式会社 堀商

八尾市光南町1-5-14
TEL 072-993-5884

《営業時間》
　　9時〜 23時
　　定休日 : 月曜日

〈歌い放題・飲食つき〉
〇 モーニングタイム
 9:00〜 11:00　700円
〇 昼の部
11:00〜 17:00　800円
〇 夜の部
17:00〜 23:00　1,200円

カラオケ喫茶
まどんな

有
限
会
社
マ
ツ
ダ
造
園

 

下
田
佳
代 

さ
ん

剪定する下田佳代さん （左） と松田充弘さん

八尾市水越 5-37

TEL 072-941-1207

FAX 072-941-8151

有限会社マツダ造園

　

女
性
が
剪せ

ん

定て
い

す

る
造
園
会
社
と
し

て
、
今
、
有
限
会

社
マ
ツ
ダ
造
園
が

脚
光
を
浴
び
て
い

る
。

　

男
性
社
会
の
造

活躍する女性職人

やお若者ＯＴＳ会議事務局
八尾市政策企画部政策推進課　　八尾市本町1-1-1
電話 : 072-924-3816（直通）　　FAX : 072-924-3570
E-mail : seisakusuishin@city.yao.osaka.jp

2017（平成29）年６月２日（金）
14：00開演（13：00開場）
八尾市文化会館プリズムホール
■チケット（全席指定・税込み）
S席5,500円
A席5,000円
（※18歳未満は入場不可）

いまでこそ漫談に CM に引っ張りだこの綾小路きみまろ
ですが、現在の売れっ子になるまでには自作 CD をバス停
で配ってまわったこともあったそうです。そうした経験こ
そが今日の芸の下地になっているんでしょうね。

 綾小路きみまろ　笑撃ライブ2017
 ～知らない人に 笑われ続けて～

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月（日にち未定）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の生地を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

4,104

春
の
カ
ラ
オ
ケ
祭
り 70

人
が
出
演

十
八
番
を
披
露

　

第
一
の
ロ
ッ
ジ
で
一
泊
し
た
後
、

さ
ら
に
登
り
続
け
て
、
第
二
ロ
ッ
ジ

を
目
指
し
て
木
々
の
間
を
黙
々
と
歩

き
ま
し
た
。
周
り
の
木
は
だ
ん
だ
ん

低
く
小
さ
く
な
り
、
ロ
ッ
ジ
の
あ
る

と
こ
ろ
は
日
本
ア
ル
プ
ス
の
這
い
松

の
よ
う
な
背
の
低
い
木
し
か
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
日
本
で

い
う
と
、
立
山
の
室
堂
の
小
屋
下
あ

た
り
の
風
景
に
似
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
の
ロ
ッ
ジ
は
、
粗

末
な
ブ
リ
キ
屋
根
の
小
屋

が
四
つ
あ
る
だ
け
。
雨
風

を
凌
い
で
寝
る
た
め
だ
け

の
最
低
限
の
施
設
で
す
。

そ
こ
か
ら
は
、
雪
を
い
た

だ
い
た
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

の
最
高
峰
「
キ
ボ
峰
」
が

遠
く
に
見
え
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
の
ロ
ッ
ジ
で
二
泊

目
の
夜
を
過
ご
し
、
三
日

目
の
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
も
う
か
な

り
高
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

そ
こ
を
出
発
す
る
と
す
ぐ
に
木
は
な

く
な
り
、
富
士
山
よ
り
高
い
と
こ
ろ

に
あ
る
最
後
の
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
流

れ
る
水
源
で
水
を
補
給
す
る
と
、
そ

の
先
か
ら
生
物
の
姿
は
全
く
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
地
面
は
黒
い
砂

さ 

れ
礫
き
状
で
、
月
世
界
は
た
ぶ
ん

こ
ん
な
風
景
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ

る
不
毛
の
地
で
し
た
。
し
か
も
行
く

手
の
右
側
に
は
、
黒
く
て
ゴ
ツ
ゴ
ツ

し
た
、
少
し
雪
を
ま
ぶ
し
た
弧
峰
が

不
吉
な
姿
を
晒
し
て
お
り
、
人
を
寄

せ
付
け
な
い
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
標
高
五
千
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
マ
ウ
ェ
ン
ジ
峰
で
、

ガ
イ
ド
に
聞
く
と
「
よ
ほ
ど
熟
達
し

た
登
山
家
で
な
い
と
、
登
る
の
は
難

し
い
よ
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の

マ
ウ
ェ
ン
ジ
峰
を
巻
く
よ
う
に
進
む

と
、
遠
く
に
見
え
て
い
た
白
い
頂
を

持
つ
キ
ボ
峰
が
く
っ
き
り
姿
を
現
し

て
き
ま
す
。
平
坦
な
死
の
世
界
を
辛

抱
強
く
進
む
に
つ
れ
、
キ
ボ
峰
が
一

歩
一
歩
着
実
に
我
々
の
眼
前
へ
迫
っ

て
き
ま
す
。

　

第
三
の
ロ
ッ
ジ
は
キ
ボ
峰
の
麓
に

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ブ
リ
キ
板
で

で
き
た
粗
末
な
小
屋
で
、
こ
こ
で
三

泊
目
を
過
ご
し
た
ら
、
い
よ
い
よ
明

日
は
頂
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
は
西
か
ら
シ
ラ

峰
、
キ
ボ
峰
、
マ
ウ
ェ
ン
ジ
峰
と
い

う
三
つ
の
峰
が
あ
っ
て
、
我
々
の
よ

う
な
一
般
の
登
山
客
は
最
高
峰
で
あ

る
キ
ボ
峰
に
登
り
ま
す
。
第
三
の

ロ
ッ
ジ
を
夜
明
け
前
に
出
発
す
れ

ば
、
だ
い
た
い
お
昼
頃
に
は
頂
上
へ

た
ど
り
着
け
る
は
ず
で
す
。

　

四
日
目
は
早
朝
、
ま
だ
真
っ
暗
の

中
を
頂
上
に
向
け
て
出
発
し
ま
し

た
。
勾
配
が
急
に
き
つ
く
な
り
ま

す
。標
高
が
高
く
空
気
が
薄
い
た
め
、

ロ
ッ
ジ
を
出
発
し
て
か
ら
ど
ん
ど
ん

息
苦
し
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

　

夜
が
明
け
て
き
ま
し
た
。
登
る
に

つ
れ
周
り
の
空
気
が
赤
く
染
ま
っ
て

き
て
、
や
が
て
す
っ
か
り
赤
い
空
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ

ロ
と
い
う
山
は
、
大
陸
の
中
の
周
囲

に
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
忽
然
と
存
在

し
て
い
る
山
で
す
。
周
り
に
日
光
を

遮
る
も
の
が
何
も
な
い
の
で
、
ま
る

で
全
周
囲
か
ら
太
陽
が
上
が
っ
て
く

る
よ
う
な
感
じ
で
自
分
の
ま
わ
り
が

光
に
満
た
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
同
時

に
、
登
る
苦
し
さ
と
高
山
特
有
の
空

気
の
薄
さ
が
相
ま
っ
て
、
頭
が
朦
朧

と
し
て
き
ま
し
た
。
登
れ
ば

登
る
ほ
ど
周
囲
の
赤
さ
が
幻

想
的
に
な
り
、
息
苦
し
さ
が

増
し
、
頭
が
お
か
し
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
景
色

は
ま
さ
に
筆
舌
に
尽
く
し
が

た
い
絶
景
で
、
宗
教
心
の
強

い
人
な
ら
「
神
を
感
じ
た
」

と
言
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

酸
素
不
足
で
意
識
が
朦
朧
と

な
り
な
が
ら
も
、
そ
の
例
え

よ
う
の
な
い
美
し
い
風
景
に
非
常
に

感
激
し
て
い
ま
し
た
。

アフリカ編

キリマンジャロへ登る

イ
ラ
ス
ト
　
久
志
本
雅
子
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（
つ
づ
く
）

　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。 １ドル
360 円の超円安の中、 持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。 その後、 アフリカ、 
ヨーロッパ、 アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。 70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、 上梓。イラストは久志本雅子。 
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
各Ａ５判並製本、定価：本体 1620 円（税込み）
 （引き続き㊦発行予定）
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